
主の祈り 

天にまします我らの父よ、ねがわくはみ名をあがめさせたまえ。 

み国を来たらせたまえ。み心の天になるごとく地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄とは限りなくなんじのものなればなり。  アーメン。 

 

詩編 ２７編１～４節 

主はわたしの光、わたしの救い  わたしは誰を恐れよう。 

主はわたしの命の砦  わたしは誰の前におののくことがあろう。 

さいなむ者が迫り  わたしの肉を食い尽くそうとするが 

わたしを苦しめるその敵こそ、かえって  よろめき倒れるであろう。 

彼らがわたしに対して陣を敷いても  わたしの心は恐れない。 

わたしに向かって戦いを挑んで来ても  わたしには確信がある。 

ひとつのことを主に願い、それだけを求めよう。 

命のある限り、主の家に宿り 主を仰ぎ望んで喜びを得 その宮で朝を迎えることを。 

 

ルカによる福音書 １０章１７～２４節 

七十二人は喜んで帰って来て、こう言った。「主よ、お名前を使うと、悪霊さえもわたしたちに屈服

します。」イエスは言われた。「わたしは、サタンが稲妻のように天から落ちるのを見ていた。蛇や

さそりを踏みつけ、敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を、わたしはあなたがたに授けた。だから、あ

なたがたに害を加えるものは何一つない。しかし、悪霊があなたがたに服従するからといって、喜

んではならない。むしろ、あなたがたの名が天に書き記されていることを喜びなさい。」そのとき、

イエスは聖霊によって喜びにあふれて言われた。「天地の主である父よ、あなたをほめたたえます。

これらのことを知恵ある者や賢い者には隠して、幼子のような者にお示しになりました。そうで

す、父よ、これは御心に適うことでした。すべてのことは、父からわたしに任せられています。父

のほかに、子がどういう者であるかを知る者はなく、父がどういう方であるかを知る者は、子と、

子が示そうと思う者のほかには、だれもいません。」それから、イエスは弟子たちの方を振り向い

て、彼らだけに言われた。「あなたがたの見ているものを見る目は幸いだ。言っておくが、多くの預

言者や王たちは、あなたがたが見ているものを見たかったが、見ることができず、あなたがたが聞

いているものを聞きたかったが、聞けなかったのである。」  

 

祈 祷 「主の復活によって与えられた命の希望を確かめ、愛するものを主の御許に送り、御手にゆ

だねた兄弟姉妹に主の御慰めを祈り、残された信仰が受け継がれ、教会がこの時代の希望となるこ

とを願い求めます。」 

 

使徒信条 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によってやどり、処女(おとめ)マリヤより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受

け、十字架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に

のぼり、全能の父なる神の右に座したまえり。かしこよりきたりて生けるものと死ねる者とを審き

たまわん。我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体(からだ)のよみが

えり、永遠(とこしえ)の生命(いのち)を信ず。 アーメン  


